
年度 内容 参加人数

2018

開催日：２月１２日・１３日・１５日
・映像研修　「多様性を尊重した職場のコミュニケーションと人権」
               　「障がいを越えて」

・講演とグループ討議　「ダイバーシティ時代に求められる人権感覚を理解する」
　講師：芝本　正明さん（大阪企業人権協議会サポートセンター）

・講演とグループワーク　「部落差別問題を理解する」
　講師：土田　光子さん（大阪教育大学非常勤講師） 523

2019

開催日：１０月３０日
・講演「障害者差別解消法について～合理的配慮って何をすればいいの～」
　講師：近藤　厚志さん（弁護士）
※市民も対象とした研修

開催日：２月１７日、１８日、１９日
・映像研修「ハラスメント・しない、させないための双方向コミュニケーション」
　　　　　　　「見過ごしていませんか　性的少数者（ＬＧＢＴ）へのセクシュアルハラスメント」

・講演とグループワーク　「インターネットと人権について」
　講師：世利　桃枝　さん（特定非営利活動法人ニューメディア人権機構事務局次長）

・講演とグループ討議　「障害者理解を深める」
　講師：潮谷　光人　さん（東大阪大学こども学部こども学科准教授）

679

2020

新型コロナウイルス感染症感染防止の観点から、研修１コマ（９０分）の定員を２０名程度
（新採職員および人権推進員は受講必須）として開催し、その他の職員はeラーニング（庁
内ネットワークシステム）による自己啓発研修

開催日：２月１６日、２２日、２４日
・映像研修「 障がいってなに？～問いかける声　問われる社会」
　　　　　「 わたしらしくあなたらしく～多様な性を生きる～」

・講演とグループ討議　「コロナ禍において考える人権」
　講師：朴　君愛さん（一般財団法人アジア・太平洋人権情報センター　上席研究員）

・講演とグループ討議　「部落問題への理解を深める」
　講師：籾山　彩さん、松本　郁夫さん

・eラーニング（庁内ネットワークシステム）による自己啓発研修
　「障害者差別解消法について」「職場のハラスメントについて」

103

２０２０年度人権施策に関する報告
①人権教育
職員人権研修

全職員を対象とする人権研修（会計年度任用職員を含む）



年度 内容 参加人数

2018

現地研修（フィールドワーク・講義）
　開催日：平成３１年３月１５日
　テーマ：「部落差別問題と人権のまちづくりを学ぶ」
　場　所：向野地区
　講　師：塩谷　幸子 さん（向野地域産業と歴史研究会）

26

2019

講演とワークショップ「自分のセクシュアリティを知ろう・考えよう。」
　開催日：令和２年３月４日
　テーマ：「自分のセクシュアリティを知ろう・考えよう。」
　講　師：いのもと　さん（ＲＯＳ／ＱＷＲＣ／ポリアモリー研究室）
　　　　　 六色 かや子さん（ろくしきらぼ（6-Lab.））

27

2020

職員人権研修と合同開催

―

年度 内容 参加人数

2018

現地研修（フィールドワーク・講義）
　開催日：平成３１年３月２７日
　テーマ：「歴史や文化の発展に寄与してきた被差別民衆の生活史について学ぶ」
　場　所：龍安寺・ツラッティ千本
　ボランティアガイドによる講義及び館内見学案内など

25

2019

現地研修（フィールドワーク・講義）
　開催日：令和２年３月（予定）
　テーマ：「部落差別をはじめ人権問題の解決に向けた市民交流事業について理解を深
める」
　場　所：堺市立人権ふれあいセンター（交流ホール・相談ホール）・舳松人権歴史館
　ボランティアガイドによる講義及び館内見学案内など

中止

2020

自己啓発研修
　新型コロナウイルス感染症に関する人権侵害の報告書と解決に向けた啓発教材による
自己啓発研修 全会員

へ郵送

協会会員を対象とする研修

人権推進員研修

人権推進員（各課に１名配置）を対象とする研修

藤井寺市人権のまちづくり協会会員研修



市民を対象とする男女共同参画週間啓発事業

年度 内容 参加人数

2018

テーマ：誰もが自分らしく、生きられる社会に向けて
　　　　　～女が得か、男が得か、なぜ誰もが生きづらい社会なのか～
開催日：６月２９日
講　師：谷口　真由美さん（大阪国際大学准教授）

概　要：社会に根強く存在しているジェンダー意識や性別役割分担意識により、男女を問
わず多くの人が生きづらさを感じる社会となっている背景から課題を明らかにし、なぜ男
女共同参画が必要とされているかについての理解を深める講演会

140

2019

テーマ：名もなき家事を考える
　　　　　『妻よ薔薇のように　家族はつらいよⅢ』上映会
開催日：６月２８日
講　師：斧出　節子さん（京都華頂大学現代家政学部教授）

概　要：女性の社会進出、男性の家庭参画は少しずつ進んでいるが、家事労働に対する
社会的評価は低く、対価もないことから、「名もなき家事」を題材として学ぶとともに、家事
労働の価値に対する認識を深める講演会

130

2020

新型コロナウイルス感染症感染防止の観点から、オンライン形式（藤井寺市公式チャンネ
ルにて限定公開）で、男女共同参画フォーラムと併せて開催
テーマ：ヒューマンライツコンサート
　　　　～音楽に込められたメッセージ～
配信日：１２月４日～１３日
講　師：（解説）松本城洲夫 さん　　（演奏）アンサンブル・サビーナ
概　要：「女性の自立・自由」をテーマに、ジブリを含めた音楽が作られた背景や思いなど
ついて解説を受け、音楽を通じて男女共同参画の視点を養うための講演会

視聴回数
約100件

市民を対象とする人権週間啓発事業

年度 内容 参加人数

2018

テーマ：皮や三味線のルーツに関する講演会＆津軽三味線コンサート
講　師：太田　恭治さん（元大阪人権博物館学芸員）
開催日：１２月４日

概　要：室町時代に琉球から日本にもたらされた三味線を通じて、当時、その作り手や演
奏する人が被差別民であったことなど、いわれのない差別や人権問題についての講演会
と、「来世楽」による津軽三味線コンサートの上演

230

2019

テーマ：映画「あん」上映会とハンセン病回復者の講演会
講　師：加藤めぐみさん（ハンセン病回復者支援センター）
　　　　　ハンセン病関西退所者原告団いちょうの会会員
開催日：１２月６日（予定）
概　要：ハンセン病回復者とその周辺の人々との交流を通じて、生れてきた意味や生きて
いく意味を考える映画上映とともに、ハンセン病回復者に対する認識を深める講演会の
実施

110

2020

男女共同参画フォーラムと合同開催

－

男女共同参画フォーラム（本市人権のまちづくり協会と協働）

ふじいでらひゅーまんメッセ（本市人権のまちづくり協会と協働）

②人権啓発



市民を対象に、戦争の悲惨さと平和の尊さを次世代に伝える事業

年度 内容 参加人数

2018

テーマ：戦争に奪われる日常
開催日：８月３日・４日
映画：『この世界の片隅に』
展示：戦時下の暮らしと堺大空襲パネル展（堺市立平和と人権資料館）
　　　　戦時下の暮らしに関する物品展示（立命館大学国際平和ミュージアム所蔵）
朗読コンサート：「夏服の少女たち」

370

2019

テーマ：新しい時代を迎えた今　後世に残す　薄れゆく戦争の記憶といのちの大切さ
開催日：８月２日・３日
映画：『夕凪の街　桜の国』『クロがいた夏』
展示：原子爆弾ー広島と長崎の記録ー（堺市立平和と人権資料館）
　　　　戦時下の暮らしに関する物品展示（立命館大学国際平和ミュージアム所蔵）
平和の歌声コンサート・命の大切さを伝える人形劇

330

2020

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点から、市庁舎１階ロビーにて縮小開催
開催期間　８月６日～８月１４日
展示：「長崎・広島原爆パネル展」
　　  　「核兵器禁止条約早期締結を求める署名コーナー」設置 ―

市広報紙（毎月発行）等において人権に関する啓発記事を掲載する事業

４月 ハンセン病患者の人権問題について

５月 憲法週間について、人権擁護委員について

６月 ワークライフバランスについて、就職差別問題について

７月 さわさかなコミュニケーション（アサーション）について

８月 平和問題について

９月 新型コロナウイルスと人権について

１０月 部落差別問題について

１１月 女性に対する暴力根絶について、JKビジネスについて

１２月 人権週間・人権三法について

１月 性別役割分担意識について

２月 外国人の人権問題について

３月 障害者の人権問題について

・市ホームページにおいて、様々な人権問題に関する啓発記事や情報を周知

・市公式動画チャンネルにおいて、女性に対する暴力根絶やＤＶに関する情報を周知

・市公式ＳＮＳにおいて、開催する様々な人権啓発イベントや啓発講座を周知

ピースメッセージ平和展（本市人権のまちづくり協会と協働）

市広報紙・ホームページ等による啓発



実施内容
人権推進担当職員（３名）による様々な人権侵害の解消に向けた相談事業

実施体制
場所：市役所１階相談室
日時：月曜日～金曜日　９時～１７時３０分（祝日除く）

相談実績
別紙１のとおり

実施内容
専任相談員（４名）による様々な人権に関する悩み事や問題に関する相談事業
また、女性に対する暴力をなくす運動期間中に、啓発パネル展と夜間特設相談室を実施
（１１月１３日、２０日・両日２１時まで）

実施体制
場所：市民総合会館３階相談室
日時：月曜日～土曜日（木曜日を除く）　９時～１６時（１２時～１３時除く）

相談実績
別紙１のとおり

実施内容
人権擁護委員（７名）による様々な人権に関する相談事業

実施体制
場所：市役所１階相談室
日時：毎月第４木曜日　１３時３０分～１５時３０分

相談実績
２件（２０２０年度）

実施内容
各種相談窓口間の情報交換及び連携協力を目的としたネットワーク事業

実施体制
教育部門、福祉部門、環境部門、就労部門等とのネットワーク組織として位置づけを行い、
必要に応じて開催（協働人権課が庶務担当）

相談実績
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点から開催できず

実施内容
羽曳野市、柏原市、大阪狭山市、大阪府人権協会と連携した人権及び法律相談事業

実施体制
実施主体は４市による輪番制とし、年１回開催

相談実績
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点から開催できず

合同相談事業（近隣市町村・関係団体と協働）

③相談体制
行政による人権相談

人権悩みの相談室

人権相談（人権擁護委員藤井寺地区委員会と協働）

人権相談ネットワーク会議



種別 タイトル 備考

図書 いつまで続く「女人禁制」

〃 人権侵害にかかわる差別事例判例集

〃 被差別部落マイノリティのアイデンティティと社会関係

〃 被差別部落女性の主体性形成に関する研究

〃 戦後アイヌ民族活動史

〃 旅の序章

〃 AIと差別

〃 ゲノム操作と人権

〃 多様性ファシリテーション・ガイド

〃 トコトン生きるための15問

〃 全国のあいつぐ差別事件2020年度版

〃 子どもの権利ってなあに？

〃 4羽のめんどりと1羽のおんどり

〃 身の回りから人権を考える80のヒント

〃 精神障害のある人の権利Q&A

ＤＶＤ シェアしてみたらわかったこと

〃 「違い」を「力」にするためにｰ職場のコミュニケーションのヒント-

〃 映像で学ぶ　部落差別解消推進法

〃 わたしらしく　あなたらしく～多様な性を生きる～

〃 障害ってなに？～問いかける声　問われる社会～

〃 ともに生きる私たちの未来～「部落差別解消推進法」がめざすもの～

種別

学習機会

情報

参加実績

啓発教材の収集

④情報の収集・提供

学習機会・情報等の提供（大阪府・関係団体と協働）

人権に関する教材を、市民、市内事業所、協会会員に対して提供する事業

大阪府人権総合講座、人権リーダー養成講座、公正採用選考人権啓発推進員研修、同
和・人権問題啓発講座など

大阪府、大阪府人権協会、大阪府企業人権協議会等と連携して、市民や協会会員に対して人権に関する研
修及び講師等の案内や、情報提供を行う事業

内容

新型コロナウイルスに関する差別事象、えせ同和行為、憲法や人権に関連する法律の周
知など

・大阪府人権総合講座（５名参加）、おおさか相談フォーラム（３名参加）
・人権リーダー養成講座（１名参加）

本市人権のまちづく
り協会の予算より
支出



実施内容
市内学校園において「いじめ」をテーマとした教材による教育、及び配布した
花を育てることにより、生きる力や思いやりの心を育むための教育

実施体制
２０２０年度は新型コロナウイルス感染症拡大により人権教室は中止、人権
の花運動は花の配架のみ実施（例年、それぞれ１学校園で実施）

実施内容
女性に対する暴力根絶のシンボルであるパープルリボンにちなみ、市庁舎
を紫色にライトアップ

実施体制 １１月１２日～２５日　１８時～２４時

実施内容
人権の大切さを表現したポスター作品を募集し、（市内小中学校児童・生徒
から４０４点応募）優秀作品３０点を展示

実施体制
募集期間　　７月１日から９月３０日
展示期間　１２月３日～１３日（藤井寺イオンショッピングセンターにおいて）

実施内容
「ＳＴＯＰ！コロナ差別」をスローガンとした啓発物品（マスク・ウェットティッ
シュ・窓口設置用のぼり）を作成、配布

実施体制
マスクを市議会議員、協会会員等へ配布
カウンターサイン（のぼり）を市民来客用窓口に設置

実施内容
根強く存在する性的役割分担意識による様々な悩みごとのうち、テーマを設
定した相談事業を一般社団法人みらいと協働で実施

実施体制
（子育て）１月１７日（日）　１０時～１７時
（ＤＶ・モラハラ）２月２１日（日）１０時～１７時
（生きづらさ）３月２１日（日）　１３時～２２時

人権相談（関係団体と協働）
女性のための悩みごと相談

⑤協働の取り組み

人権啓発（本市人権のまちづくり協会と協働）
パープルライトアップ事業

人権啓発ポスターの募集・パネル展

新型コロナウイルスに関する偏見や差別に関する啓発事業

人権教育（人権擁護委員藤井寺地区委員会と協働）
人権教室・人権の花運動



性的マイノリティの人権問題

・差別情報の定義について

感染症患者の人権問題

・ワクチン接種が進む中で新たに生じる差別について

⑥調査・研究
調査の内容，手法等に関する検討について
【別紙２】部落差別の実態に係る調査結果報告書（一部抜粋）

⑦様々な人権問題と主な取り組み

【別紙４】インターネット・モニタリング実施結果票・実施集計票

・新たな差別を生まないために、人や地域を特定することを伴う調査は実施しないことが肝要である。（４頁）

【別紙５】偏見・差別の実態と取組等に関する調査結果（一部抜粋）

インターネット上での人権問題

【別紙３】申請書等の性別欄の見直しに関する実施調査報告

・新たな差別を生じさせるおそれのある生活実態調査や学校教育現場における調査は実施すべきではな
い。（４頁）
・差別の被害者という属性を有する人を特定して調査を行うことは新たな差別につながりかねない。（５頁）



（内訳件数）

ＤＶ
ＤＶ以
外 ＤＶ

ＤＶ以
外

33 6 4 1 25

電話 面接
家庭
訪問

手紙・
ファッ
クス

メー
ル

その
他

計 男性 女性
その
他

不明 計

18 64 7 89 7 62 69

10歳
未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代

80歳
以上

60歳
以上 不明 計

4 15 17 8 6 4 3 1 11 69

（内訳件数）

ＤＶ
ＤＶ以
外 ＤＶ

ＤＶ以
外

11 6 1 3 2 3 1 1 2 2 2 31

電話 面接
家庭
訪問

手紙・
ファッ
クス

メー
ル

その
他

計 男性 女性
その
他

不明 計

188 82 5 275 8 49 3 60

10歳
未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代

80歳
以上

60歳
以上 不明 計

1 6 7 5 7 3 3 5 23 60

子ど
も
高齢
者

3 相談者の
性別別相談
件数

※実件数

※重複計上不可。

2 相談形
態別相談
件数

※延べ件
数
※重複計上不可。

4 相談者
の年齢別
相談件数

※実件数

※重複計上可。

ハン
セン
病

犯罪被
害者と
その家
族

性的
ﾏｲﾉﾘ
ﾃｨ

職
業・
雇用

ホー
ムレ
ス

障が
い者

同和
問題

外国
人

ヘイト
ス
ピー
チ

HIV
感染
者

1 人権課
題別相談
件数

※実件数

女性 男性 刑期を
終えて
出所し
た人々

その
他
・不明

3 相談者の
性別別相談
件数

※実件数

■機関名： 藤井寺市　人権悩みの相談室

4 相談者
の年齢別
相談件数

※実件数

※重複計上不可。

2 相談形
態別相談
件数

※延べ件
数

※重複計上不可。

（総件数）

相談件数

総延べ件数 総実件数

275 60

ハン
セン
病

性的
ﾏｲﾉﾘ
ﾃｨ

ヘイト
ス
ピー
チ

89 69

女性

令和２（2020）年度分　人権相談件数等集計表

■機関名： 藤井寺市　市民生活部　協働人権課

相談件数

総延べ件数

※重複計上可。

総実件数

（総件数）

職
業・
雇用

その
他
・不明

子ど
も
高齢
者

障が
い者

同和
問題

外国
人

ホー
ムレ
ス

男性 刑期を
終えて
出所し
た人々

犯罪被
害者と
その家
族

1 人権課
題別相談
件数

※実件数

HIV
感染
者

① ②

① ②

別紙1














































